
災害対策のチェック、ペット・飼い主さんの
情報を書いた後、防災バックの中に
このパンフレットも入れてください

災害時のペット飼育の注意点災害時のペット飼育の注意点

困ったときの連絡先困ったときの連絡先

うちの子手帳うちの子手帳

飼い主さん情報飼い主さん情報

富山県動物管理センター
富山県中新川郡立山町利田（常願寺川公園側）

TEL.076-462-3467

　「とやま動物愛護ホームページ」では、災害時に役
立つしつけ方・飼養方法のポイントや、迷い犬猫情
報、防災訓練などのイベント報告などさまざまな情報
を発信しています！

　ふだんのしつけの相談、被災した際に動物が迷子に
なってしまった…
　そんなときは、富山県動物管理センターにお電話く
ださい。

　災害時の対応は、地域や災害の状況、避難所の大き
さなどにより様々です。自分とペットの安全を優先し
て、適切な飼育環境を選択しましょう。

　原則、人とペットは別の場所で生活し、世話は飼い
主さんが自ら行うことになります。
　避難所で決められたルールを守り、飼い主さん同士
で助け合いましょう。

ペットと飼い主さんが写った
写真を貼ってください

名　　前：　　　　   　　   　性　　別：　  　　　

生年月日：　　　　　　　　　（不妊去勢 済・未）

種 　 類：　　　　　　　　　毛 色 等：　　　　

鑑札番号：　　　　　　　　　　　　　　　　

マイクロチップ：　　　　　　　　　　　　　

かかりつけの獣医さん

病 院 名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

Tell：

持病・常備薬等：           　                 　                

その他特徴

名　　前：　　　　   　   　　　　　　  　　　　

住　　所：　　　　　　　　　　　　　  　　　　

連 絡 先：             　                           　    
H30.3

避難所で生活するとき

　自宅が安全であれば、住み慣れた自宅はペットに
とって安心です。ペットを自宅で飼い、世話に通う方
法もあります。ただし二次災害のおそれがある場合に
は同行避難してください。

自宅で生活するとき

　エコノミークラス症候群にならないよう、定期的に
動いたり、水分をこまめに取りましょう。
　人もペットも熱中症の危険があります。温度や湿度
を確認し、遮光や換気などの対策を取りましょう。

車の中で生活するとき

「とやま動物愛護」で検索

家族みん
なで

ペットの
災害対策
ペットの
災害対策

考えよう！備えよう！



□ 飼育場所の安全対策

□ 家族の話し合いやご近所との連携

□ ペットの一時預け先の確保

　ペットを災害から守るためには、
何より飼い主さんの命が大切です！

　飼い主さん自身の安全対策確認も、
ペットの災害対策につながります！

　ペットを災害から守るためには、
何より飼い主さんの命が大切です！

　飼い主さん自身の安全対策確認も、
ペットの災害対策につながります！

□ 地域の情報収集

《健康管理》
□ ノミダニ等の駆除
□ ワクチンの接種
□ 不妊・去勢手術

《しつけ》
□ 人や他の動物に慣れ
　 させる
□ ケージに慣れさせる
□ 「おいで」「待て」が
　 できる　等

　普段、ペットが過ごす場所の近くに、倒れてくる
物や崩れる物がないかなどを確認しましょう。

□ 家具やケージの固定、転倒防止、落下防止
□ 屋外飼育の場合、飼育場所の安全確認
□ ケージなどのペットの避難場所の確保

災害発生時に、ペットを守れるのは飼い主さんだけです。
 また、ペットが他の避難者の迷惑とならないようにしなければなりません。

災害発生時に困らないよう日頃から準備をしておきましょう！

　災害が起きた場合に備え、家族やご近所、飼い
主さん仲間と話し合っておきましょう。

□ 家族間の連絡方法、集合場所
□ ペットの避難方法や役割分担
□ 留守中の災害時の対処法

　お住まいの地域の防災計画や、避難所の確認
をしましょう。そして、実際に動物を連れて避難
訓練をしてみましょう。
　所要時間や危険な場所の確認も忘れずに。

□ 避難所の確認
□ 実際に避難経路を歩く

□ 所有者明示の徹底
　災害発生時には、ペットと離れ離れになるかも
しれません。
　保護されたときに、飼い主さんがすぐ分かるよ
う、日頃から所有者明示をしましょう。

　・鑑札、狂犬病予防注射済票
　・迷子札
 （飼い主さんの氏名、連絡先、
　　住所等を記載）
　・マイクロチップ

□ ペットの健康管理としつけ
　避難所等においてトラブルが起きないよう、日
頃から次のことを行っておきましょう。
　健康管理やしつけは、ペット自身のストレス軽
減にもつながります。

　状況によっては、避難所にペットを連れていけ
ない場合や、ペットを飼い続けられない場合もあ
ります。
　あらかじめ親戚や友人など、複数の一時預け先
を探しておきましょう。

□ 療法食、薬
□ フード、水（最低５日分）
□ キャリーバッグ、ケージ
□ 首輪、リード（伸びないもの）
□ 食器
□ ペットシーツ
□ トイレ用品（猫の場合は使い慣れた猫砂）

□ 飼い主さんの連絡先
□ 預かり先の情報
□ ペットの写真（飼い主と一緒に写ったもの）
□ ワクチン接種状況、既往症、健康状態等の情報

□ タオル、ブラシ
□ お手入れ用品(ウェットティッシュ等)
□ おもちゃ
□ ビニール袋
□ ガムテープやマジック
□ 洗濯ネット
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　救援物資が届くまでは時間がかかります。
　優先度の高いものはすぐに持ち出せるようにし、
その他のものは分かりやすいところに保管して、状
況に応じて判断しましょう。

防災用品を準備しましょう！

災害対策チェックポイント！ペット
の

!

優先順位 １　健康や命にかかわるもの

優先順位２　飼い主や動物の情報

優先順位３　ペット用品


